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１．はじめに 

港湾分野では、生産性向上に向け、2017年度から

ICT浚渫工を開始し、各種要領類の作成・改定を行い、

ICT活用工種を順次拡大している。また、BIM/CIMに

ついては、2018年度に設計業務へ導入後、関係ガイ

ドライン類を整備し、工事への展開が進んでいる。 

 

２．ICT活用工事の生産性向上に係る検討 

基礎工（捨石均し）の出来形計測は、潜水士が水

中スタッフを用いて実施しているが、ICTを活用した

出来形計測により作業の効率化と安全性向上が期待

される。本年度は、マルチビーム測深機、水中ソナ

ー、捨石均し機械の施工履歴データの3種類の出来形

計測手法に関し、現地試験を実施し、計測精度の検

証や出来形管理基準値の検討を行った。 

また、ICT浚渫工等で活用されるマルチビーム測深

機は、計測データに含まれるノイズを完全に自動で

除去することが困難であり、ノイズ処理に時間及び

手間を要している。このため、AI技術を活用してマ

ルチビーム測深データのノイズ処理を効率的に実施

するプログラムを開発し、浚渫工の施工現場で取得

した計測データへ適用して、AIが使用する教師デー

タの作成方法の検討や精度検証を進めている（図-1）。 

 

図-1 マルチビーム測深データを対象としたAIノイ

ズ処理プログラムのイメージ 

３．港湾におけるBIM/CIM活用に向けた検討 

BIM/CIMの活用促進に向け、港湾分野における2018

年度・2019年度のBIM/CIM活用業務・工事から21事例

を抽出し、2021年11月に「BIM/CIM事例集 ver.1 港

湾編」を作成・公開した1)。この事例集は、BIM/CIM

活用の主な用途を、関係者間での情報連携、数量・

工事費・工期の算出、効果的な照査の実施、施工段

階での効果的な活用、の4種類に区分し、それぞれの

用途別に事例をとりまとめたものである（図-2）。

また、3次元モデルの作成時間・手間の削減を図るた

め、ジェネリックオブジェクトの検討も行っている。 

 

図-2 BIM/CIM事例集 ver.1 港湾編（鉄筋干渉確認

による品質の向上） 

 

４．おわりに 

今後、港湾における生産性をさらに向上させるた

め、引き続きICT活用工事やBIM/CIM活用に向けた検

討を進める予定である。 

 

☞詳細情報はこちら 

1) BIM/CIM事例集 ver.1 港湾編 

https://www.mlit.go.jp/kowan/content/001442768

.pdf 
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１．はじめに 

空港のエプロン及び一部の誘導路では、供用後の

不同沈下が想定される場所でプレストレストコンク

リート舗装（以下、PC舗装）が用いられる場合があ

る。工場製作されたプレキャストPC版を設置する際、

路盤の不陸により版下に空洞が生じるため、裏込め

材を充填する必要がある。裏込め材としてはセメン

トグラウトが使用されているが、航空機荷重の繰返

し走行によりグラウトが割れ、舗装内に侵入した雨

水と混じることにより泥化し、泥化したグラウトが

流出したり、目地部から上方へ噴き上がるポンピン

グ現象が生じることがある。写真-1にポンピング現

象が発生した既設PC版を撤去し露出させたグラウト

層を示す。 

以上の背景から、裏込め材には、強度が高いだけ

ではなく、変形係数が一定程度ありPC版を支持でき

ること、割れにくいこと、割れたとしても水と混じ

ることにより泥化・流出しないこと、厚さ数mmの空

洞に対しての充填が容易であること、早期に硬化す

ることが求められる。そこで、工場等のコンクリー

ト床版の高さ修正工事で実績のある発泡ウレタン樹

脂をPC版の裏込め材に適用することを目的とし、み

らい建設工業株式会社及びメインマーク株式会社と

共同研究を実施した。本工法は、コンクリート床版

下に充填した発泡ウレタン樹脂が膨張することで、

床版の高さ修正を行う目的で用いられており、本来

は床版を数十～100mm以上持ち上げるため多量の樹

脂を充填することになる。本研究では、高さ修正を

行わない場合であっても、PC版下の空洞へ発泡ウレ

タン樹脂を充填し、十分な強度を有する樹脂を確実

に形成することを目的とした。 

 

２．室内試験 

室内試験結果の一例として、発泡ウレタン樹脂を

モールド内に吐出して作成した直径50mm、高さ100mm

の供試体の樹脂密度と一軸圧縮強さを図-1に示す。

この図により、樹脂密度から一軸圧縮強さを推定す

ることが可能であるが、泥化したグラウトを想定し

含水比を調整した仮想地盤（セメントモルタル粉砕

粉と水を混合したもの）をモールド底面に敷設し、

モールド内に形成される樹脂密度を確認したところ、

仮想地盤の含水比が高くなると樹脂密度が低下する

ことが確認された。そのため、仮想地盤の含水比を

変えて実大規模充填試験を実施することとした。 

 

３．実大規模充填試験 

図-2に示す試験装置を用い、PC版の重量に相当す

る鋼製山留を上載した鉄板と、その下の仮想地盤と

の間の空洞厚を10～20mmに調整し、空洞部に発泡ウ

レタン樹脂を充填した場合の樹脂密度や寸法等を確

認した。 

形成樹脂の一例を図-3に示す。中央の樹脂充填孔

の高さが1mmに達するまで樹脂を充填したところ、仮

想地盤の含水比が低い場合には洲が確認されたが、

これは樹脂量が少ないことが原因と考えられたため、

樹脂充填孔の高さが2mm上昇するまで樹脂充填を実

施したところ改善された。 

空洞厚と樹脂密度の一例を図-4、図-5に示す。仮

想地盤の含水比が0%の条件で空洞厚が薄いほど樹脂

密度が高くなったのは、閉塞効果（狭い空間で樹脂
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が発泡すると周囲の拘束を受けて密になる現象）に

よるものと考えられる。一方、含水比が50%の条件で

逆の傾向を示したのは、前述の閉塞効果よりも、水

和反応の影響が大きく現れることで密度が低下した

と考えられる。 

 

 

写真-1 既設PC版を撤去し露出させたグラウト層 

 

 

図-1 圧縮強さと樹脂密度の関係 

 

 

図-2 実大規模充填試験装置の概要図 

 

図-3 形成樹脂の一例 

 

 

図-4 樹脂密度と空洞厚の関係（含水比0%） 

 

 

図-5 樹脂密度と空洞厚の関係（含水比50%） 

 

４．おわりに 

掲載した試験結果は成果の一部であるが、その他

の試験結果を考慮し、標準工法を提案している。詳

細は以下の国総研資料をご覧頂きたい。 

☞詳細情報はこちら 

1) 坪川ら：発泡ウレタンによる空港プレストレス

トコンクリート版下面の空洞充填に関する研究，国

総研資料，No.1177，2022. 

https://www.ysk.nilim.go.jp/kakubu/kukou/siset

u/publications.html 
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